
 
普及項目 その他 

漁業種類等 － 

対象魚類 － 

対象海域 有明海、八代海、天草西海 

 

水産普及活動情報の発信 

                    水産研究センター企画情報室・森下 貴文 

 

【背景・目的・目標（指標）】 

現場で活動する普及指導員の活動情報は、水産施策上、非常に重要な情報源である。関

係機関が現場の状況を把握し、本県水産業の振興に係る施策に反映させていくには、普及

指導員の活動情報を県関係機関に迅速かつ効率的に伝えていく必要がある。 

そこで、昨年度は、各広域本部水産課の普及指導員が、水産研究センター企画情報室に

提供した活動情報を水産普及活動情報としてとりまとめ、関係機関に庁内メールシステム

により情報を発信した。今年度は、この方法に加え、迅速かつ効率的な情報共有体制を構

築することを目的とした。 

【普及の内容・特徴】 

令和 4 年（2022 年）7 月までに水産普及活動情報 3 報をとりまとめ、関係機関に庁内メ

ールシステムを用いて情報を発信した。その内容は、二枚貝の増養殖技術の普及や試験、

漁業士会活動への支援であった。 

 その後、新たな取組みとして、関係機関と協議の上、庁内ネットワーク内に水産関係者

のみが閲覧可能なクローズドの「水産局情報共有」を開設し、迅速な情報共有体制の運用

を開始した。 

【成果・活用】 

「水産局情報共有」では、あさりの現地調査やノリ養殖に係る栄養塩調査などの情報

について、迅速に情報共有することができた。 

一方、業務効率化のため、これまで作成してきた水産普及活動情報のとりまとめを休

止したところ、成果のとりまとめまでに時間がかかる活動についての情報共有が疎かに

なることが分かった。 

そこで、次年度以降、調査などの迅速に情報共有できるものは「水産局情報共有」、

それ以外の中長期的な成果については、水産普及活動報告により情報共有していく予定

である。 

【達成度自己評価】 

4 目標（指標）はほぼ達成できた（76～100％） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 水産普及活動情報の一例 


